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 [課題]10Hz、1000Hzの信号を記録し、かつそれ以外の周波数の雑音をなるべく除去するには、それぞれどのようなフィルターの設定を行えばよいか。作成したグラフから、考察しなさい。
	信号
	10Hz
	1000Hz

	Low cut filter
(Hz)
	
	

	High cut filter
(Hz)
	
	


[課題]それぞれの脳波のフィルター条件を書き出しなさい。
	脳波の種類
	脳波
	聴性脳幹反応
	聴覚中潜時電位
	聴覚皮質電位
	体性感覚誘発電位

	解析時間（ms）
	
	
	
	
	

	Low cut filter
(Hz)
	
	
	
	
	

	High cut filter
(Hz)
	
	
	
	
	


前の課題で明らかなように、フィルターの設定により記録できる信号の周波数が異なる。特に聴覚誘発脳波について、解析時間とフィルター条件(記録する信号の周波数)の関係はどのようであるか、説明しなさい。
II-1)α波の記録　　　　　　　　　　　　　　　
	全体の記録時間
（s）(1)
	α波が出現している時間（s）(2)
	α波の出現率
(%) ((2)÷(1)x100)
	被験者の脳波の型

	
	
	
	


II-1)α波の記録　　　　　　　　　　　　　　　
	α波が出現している時間(s) (1)
	出現しているα波の周期数(周期) (2)
	周波数(Hz)
((2)÷(1))
	α波の平均振幅
(μV)

	
	
	
	


II-2)開眼の効果（αブロック）　　　　　　　 
	α波抑制による被験者の型
	


II-1)記録感度の調節＆ II-2)α波の記録
α波の周波数計算に用いた記録波形を下に貼り、被験者名を記入する。計算に用いた部分にマークを入れ、縦、横の目盛りを入れる。縦目盛りを決めるために使う、II-1)の記録も一緒に貼ること。
II-3)開眼の効果（αブロック）
開眼と質問によるα波の変化の記録を下に貼り、それぞれ被験者名を記入。開眼した時点と質問の時点をマーク、質問内容を記入する。アーチファクトが記録された場合は、原因を記入。目盛りを入れる。
II-4)アーチファクトの識別
アーチファクトの記録を貼る。どのような原因によるものかを書きこみ、縦、横の目盛りをいれること。
睡眠脳波が観察された場合には下に記録を貼り、被験者名を記入しなさい。どのような種類の脳波が出ているかを書きこみ、縦、横の目盛りをいれること。
III-1) a.聴性脳幹反応　　　　　　　　　　　　被験者　　　　　　　　　　　　
	ピーク

	I
	II
	III
	IV
	V
	VI
	VII

	1回目潜時(msec)
	
	
	
	
	
	
	

	2回目潜時
(msec)
	
	
	
	
	
	
	


下に記録波形を貼り、縦、横の目盛りを入れる。刺激時点をマークする。
III-1) b.聴覚中潜時電位　　　　　　　　　　　被験者　　　　　　　　　　　　
	ピーク

	No
	Po
	Na
	Pa
	Nb

	1回目潜時(msec)
	
	
	
	
	

	2回目潜時
(msec)
	
	
	
	
	


記録波形を貼り、縦、横の目盛りを入れる。刺激時点をマークする。
III-1) c.聴覚皮質電位　　　　　　　　　 　　　被験者　　　　　　　　　　　　
	ピーク
	P1
	N1
	P2
	N2

	1回目潜時(msec)
	
	
	
	

	2回目潜時
(msec)
	
	
	
	


記録波形を貼り、縦、横の目盛りを入れる。刺激時点をマークする。
III-2) 体性感覚誘発電位　　　　　　　　　　　　　被験者　　　　　　　　　　　　
	
	
	P15
	N16, 17
	N20
	P25
	N35
	P45
	N62

	
	
	ピーク
	ピーク
	ピーク
	ピーク
	ピーク
	ピーク
	ピーク

	P3’
	1回目潜時
(msec)
	
	
	
	
	
	
	

	P4’
	1回目潜時
(msec)
	
	
	
	
	
	
	

	P3’
	2回目潜時
(msec)
	
	
	
	
	
	
	

	P4’
	2回目潜時
(msec)
	
	
	
	
	
	
	


記録波形を貼り、縦、横の目盛りを入れる。刺激時点をマークする。
〔課題〕一次体性感覚野の活動は、刺激に対してどちら側の記録部位で記録できたか。体性感覚の大脳皮質への投射と関連させて、考察せよ。

